日本土壌肥料学会2021年度北海道大会「高校生による研究発表会」実施要項
（一社）日本土壌肥料学会　土壌教育委員会

2021年9月14日〜16日に開催の日本土壌肥料学会2021年度北海道大会におきまして、9月14日（火）に高校生による研究発表会を下記要領で開催いたします。ふるってご参加ください。
記
■実施目的　　高校生がクラブ活動や課外活動などで行ってきた研究の成果を発表し、研究成果について専門研究者と議論したりアドバイスを受けたりすることに加え、研究者との交流を通じて、更なる研究の発展を考える機会を提供することを目的とします。さらに、この発表会を通じて、高校生が土壌や植物生育、食料生産、環境問題に対して理解と関心を高めるとともに、広く自然科学に対する興味を深め、今後の成長に資することを目的とします。
■主　　催　　一般社団法人　日本土壌肥料学会
■後　　援　　北海道教育委員会

■日　　時    2021年9月14日（火）（大会初日）
■発表形式    LINC Bizによるオンライン発表（コアタイムは後日公表します）
・対　  象　  原則として、高等学校または高等学校に相当する教育機関に在籍する生徒であること。国籍は問いません。
・応募資格    対象教育機関の生徒（指導教員も参加可）
・分　　野    化学、生物、地学、環境学およびそれに関連した科学研究一般の中で、以下のキーワードと関連する分野
・キーワード　 土壌、肥料、植物栄養、食料生産、環境
・発表方法
ポスター（発表データ）は発表用のファイル(jpeg等の画像形式データ5枚以内)をご自身の発表チャンネルに投稿いただきます。投稿いただけるファイルは1点あたり50MBまでとします。ファイルは縦長・ 横長どちらでも構いません。

無理に1枚のポスターにまとめていただく必要はありませんので「ファイル5点」までの制限を生かし発表者の説明が無くても理解していただけるような発表ファイルを作成するようお願いいたします。LINC Bizの画面は大会期間中いつでも閲覧可能です。また、コアタイムには発表者がオンライン接続し、リアルタイムでチャットによる質疑応答を可能にする予定です。活発な議論をお願いいたします。

■参 加 者　　生徒、教員等（発表者は学会に加入する必要はございません。）
■申込方法　【発表申し込み・講演要旨提出】2021年5月28日（金）（必着）
別紙の申込用紙（様式1）に必要事項を記入し、2021年5月28日（金）（必着）までに下記宛先までＥ−メールにて送付してください。また、講演要旨（本文400字以内）を、様式ファイル（様式2）に入力の上、上記Ｅメールに添付して送付してください。期限厳守にてお願いいたします。
送付の際には、件名を「高校生による研究発表申込」と明記してお送りください。発表料は不要です。受け付けましたら数日内にご連絡いたします。連絡がない場合は必ずお問い合わせください。なお、発表件数が多い場合には抽選となることがあります。その場合には後日連絡します。
【申込み先】
 〒069-8501　北海道江別市文京台緑町582　酪農学園大学　
三枝俊哉（日本土壌肥料学会北海道支部委員）

 Tel: 011-388-4818　Fax: 011-388-4818　
E-mail: saigusa@rakuno.ac.jp
■問合せ先    申込み先に同じ。
■そ の 他　　
・講演要旨　　申込の際に400字程度で記入していただいた発表要旨は大会の講演要旨集（PDF）に掲載いたします（PDFファイルの頒布については別途、ご連絡いたします）。
・表 彰       優秀な研究発表にはポスター賞を授与します。審査結果と講評は、後日、日本土壌肥料学会webサイトに掲載します。
・参加費      参加生徒並びに引率教員は参加費を無料とし、他のLINC Bizによる発表の聴講も可とします。

※（一社）日本土壌肥料学会および土壌教育委員会について

　本学会は、食糧の生産に深く関係している土壌学、肥料学、植物栄養学の近代的な理論と技術体系を構築することを目的として、1927年に設立された学術団体で、現在約2,200名の会員を擁しています。昨年度の岡山大会はコロナ禍の下、800名以上が参加し、500題以上の研究発表がありました。本学会の詳細はホームページ（http://jssspn.jp）をご覧ください。また、2020年度岡山大会の詳細は大会ホームページ（https://www.jssspn.org/2020/）をご覧ください。
高校生による研究発表会は、2009年度京都大会から高校生ポスター発表会の名称で開催され、これまで多くの高校生からの参加をいただいております。本発表会の運営主体の土壌教育委員会は、初等中等教育現場における土壌の理解と知恵を育てる教育のあり方について検討する本学会内の委員会で、本発表会のほか、土壌の観察会の開催、テキスト等の出版、出前授業の実施などの活動を行っています。これらの活動の詳細はホームページ（http://jssspn.jp/edu/）をご覧ください。
様式1　　　　　　高校生による研究発表会申込用紙

	（ふりがな）
学　校　名

	

	学校所在地

	

	　TEL
	

	　FAX
	

	  担当者E-mail

（担当者名）
	

	引率教員名　　　（担当教科）
	　　　（　　　　　　　　　）

	参加生徒
氏名（ふりがな）・学年

	

	クラブ等の名称
	

	発表タイトル


	

	キーワード
	　土壌 ・ 肥料 ・ 植物栄養 ・ 食料生産 ・環境

　（丸で囲む、複数可）

	備　　　考


	


※　発表課題が複数ある場合、申込用紙を1課題ごとに1枚作成して下さい。LINC Bizシステムへのログインのために1課題ごとに異なるメールアドレスが必要となります。

（参考）

2020年度岡山大会での発表課題
	
	発表題目
	学校名
	団体名

	1
	元政の竹再生プロジェクト（その１）－移植予定地の土壌断面と物理性－
	京都府立嵯峨野高等学校
	サイエンス部

	2
	土壌の見えない能力　

－荷電ゼロ点による土壌評価－
	京都府立嵯峨野高等学校
	校有林調査ラボ

	3
	フェイスチャートによる各種森林土壌データの多変量解析
	京都府立嵯峨野高等学校
	校有林調査ラボ

	4
	校有林における東屋の作製　

－樹木の乾燥方法の検討－
	京都府立嵯峨野高等学校
	校有林調査ラボ

	5
	ため池の「池干し」がリン循環に与える影響　

－播磨地方における2 つのため池の比較－
	兵庫県立加古川東高校
	自然科学部地学班

	6
	イシクラゲがもたらす肥料効果の実証
	智辯学園和歌山高等学校
	科学部

	7
	香川中央高校における緑のカーテン（ゴーヤ、パッションフルーツ等）栽培の取り組み　

－ H29 年からR2 年にかけての実践報告－
	香川県立香川中央高等学校
	自然科学部

	8
	サトイモの苗生産から栽培、加工品開発に関する研究　－サトイモを逆さに植えたら、収量がアップ？－
	山形県立村山産業高等学校
	農業部バイオテクノロジー班

	9
	ソバにおける植物共生微生物の活用に関する研究　－菌株GCF4A、GCF9B-2 の持つ生育促進効果について－
	山形県立村山産業高等学校
	農業部バイオテクノロジー班

	10
	腐植含量の異なる有機質肥料の施用がタマネギの収量に与える影響
	北海道岩見沢農業高等学校
	農業科学科 SS専攻

	11
	人間生活に必要不可欠な表土の重要性を伝える教育プログラムの評価
	作新学院高等学校
	

	12
	日本の理科教育を受けてきた大学生への土についての知識・関心度調査
	栃木県立宇都宮女子高等学校
	


≪要旨テンプレート　学会ホームページ（http://jssspn.jp/edu/）よりダウンロードください≫
表題はここに入力してください　ＭＳ明朝体、12ポイント中央揃え、全角37文字
副題はここに入力してください。　ＭＳ明朝体、10ポイント、中央揃え、全角48文字
発表者はここに入力してください。　ＭＳ明朝体、10ポイント、右詰め
（所属はここに入力してください。ＭＳ明朝体、10ポイント、右詰め）

　本文はここから入力ください。
横25文字×縦8行×2段で、合計400文字以内（全角）で作成してください。
本文部分は、9〜10ポイント、ＭＳ明朝体で作成ください。
　他のワープロソフトで作成したものを貼り付けてから体裁を整えていただくと便利です。
ファイル保存の際は以下のようにお願いします。
　氏名-所属（例：生物太郎　生物高校.docx）。
　Microsoft Office Wordで作成した文書と申込用紙を、
申込方法に従ってお送りください。
どうぞよろしくお願いいたします。
